
【川
島
村
文
書
】

鳳
至
郡

一
八
一
六

尚
k

い
そ
ぎ
の
事
候
。
不
ν
可
ν
有
=
由
断
一
者
也
。

念
令
=
申
遺
一
候
。

仇
而
飯
閏
・正
院
・上
戸
・直
郷
、
此
四
ケ
村
よ
り

堂
を
と
ぼ
ち
取
候
。
遡
舟
之
儀
申
付
、
彼
地
よ
り
府
中
ま
で
可
=
相

居
住
也
。

fE 

(
前
回
利
家
)

在

印

(
七
尾
と
る
る
は
七
尾
城
の
意
な
る
べ
し
。
)

七
月
八
日
。
前
田
利
家
、
珠
洲
郡
飯
田
等
四
ケ
村
の
堂

宇
を
段
ち
、
穴
水・
南
北
の
百
姓
に
命
じ
て
之
を
鹿
島
郡

府

中
に
漕
巡
せ
し
む
。

徴
す
。

【川
島
村
文
書
】

鳳
芸
郡

一
八
一
五

直

郷

百

姓

中

七

舟

十

日
。
片
山
宗
秀
、
三
輪
吉
宗
を
し
て
、
前
田

七
五
五

〔
能
登
閤
古
文
書
】

一

八

一

七

在
々
へ
ふ
れ
佼
友
ど
候
て
越
候
て
ま
か
な
ひ
銭
並
あ
し
た
か
代

怒
ど
L

て
、
過
分
に
取
候
由
、
太
曲
事
候
。
此
方
よ
り
催
促
と
て
遺

候
獄
、
以
=
印
判
一
不
=
申
付
一
外
は
、
牛
馬
人
足
並
代
を
、十
疋
と
不
ν
可
ν

出
候
。
若
か
〈
し
候
て
出
し
候
者
、後
K

閉
山
候
者
、
百
姓
の
可
ν
貫一

〔
変
名
)

的
事
一
候
。
若
無
殊
に
申
か
〈
る
も
の
候
は
止
、
た
し
か
に
け
う
み

ゃ
う
を
し
る
し
可
=
注
進
一
候
。
念
度
可
=
成
敗
-
候
也
。

天
正
十
一七月
十
二

日

(
前
悶
刻
家
)

在

印

七
用
十
二
日
。
前
田
利
家
、
珠
洲
郡
直
郷
の
百
姓
に
命

じ
、
鰯
使
等
に
食
料
等
を
給
す
る
こ
と
勿
ら
し
む
。

穴
水
・南
北
百
姓
中

(
本
文
に
府
中
と
す
れ
ど
も
、
利
家
の
城
を
築
き
し
は
所
口

市
し
て
、
そ
の
運
漕
せ
ら
れ
た
る
仰
堂
は
城
内
の
建
築
に
伎

町
せ
ら
れ
し
怠
る
ベ
し
。
)

【
高
徳
公
害
翰
】

一

八

一

三

女
兵
衛
殿
御
下
之
以
後
.
以
ν
欣
も
不
v

申
候
。
無
=
御
心
一冗
一候
。
然
者

彼
身
上
之
事
、
安
土
よ
り
申
越
子
細
候
。
七
尾
之
儀
者
、
人
の
出
入

も
し
げ
〈
候
問
、
先
穴
水
へ
被
ν
越
候
て
、
ゆ
る
/
¥
と
御
入
候
様

に
尤
候
。
左
候
は
H
L

扶
持
方
以
下
.
可
ν
然
様
に
被
z

仰
付
-
可
ν
被
v

遺

候。居一
A

元
も
は
や
隙
明
候
問
、
令
=
師
陣
一
可
ν
随
ν
意
候
。
恐
-R

謀
言
。

れ
る
も
、
初
は
人
質
た
る
意
も
多
分
に
含
ま
れ
た
り
し
に
非

ざ
る
か
。
叉
返
し
堂
田
中
の
五
も
じ
(
御
文
字
)
は
、
之
を
他

の
消
息
に
徴
す
る
に
、
臨
阿
姫
の
妹
に
し
て
秀
吉
の
養
女
た

る
豪
州
陣
を
指
す
友
る
ベ
し
。
)

六
周
四
日
。
前
田
利
家
、
能
登
の
前
田
安
勝
に、

戦
局

終
決
し
に
る
を
以
で
特
に
七
尾
に
師
陣
す
べ
き
を
報
守
口

天

正

十

年

故
に
、
天
正
十
一
年
六
月
日
以
前
と
し
、
而
し
て
そ
の
坂

本
に
在
り
し
は
五
月
十

一
日
以
後
友
り
。
然
れ
ば
AM阿
販
の

上
海
は
、
秀
吉
の
柳
ケ
瀬
役
に
勝
ち
て

、
四
月
廿
二
目
前
田

利
家
と
府
中
に
舎
見
せ
る
直
後
に
在
り
と
見
る
ベ
〈
、
山
川
阿

搬
は
蛍
時
十
二
歳
な
る
を
以
て
、
後
に
は
秀
吉
の
側
室
と
た

穴
水
・南
北
百
姓
中

(
と
の
文
書
の
年
女
は
碓
賀
友
ら
や
。
似
し
木
年
六
月
廿
五

日
以
後
穴
水
に
興
へ
た
る
文
書
の
印
影
皆
同
じ
き
を
以
て
と

と
に
叙
す
。
穴
水
南
北
は
穴
水
郷
及
び
南
北
郷
な
る
べ
し
。
)

六
月
廿
五
日
D

前
田
利
家
、
鳳
至
郡
穴
水
に
、

夫
丸
を

(
天
正
十
一
年
カ
〕

六
月
六

日

【川
島
村
文
書
】

臥
京
都

一
八
一
回

五
拾
問
斗
之
靖
之
用

ニ
候
僚
、
抄
之
如
何
に
も
な
が
〈
直
怒
る
を

き
ら
せ
、
早
K

持
せ
可
ν
上
候
。
念
用
に
候
之
間
.
油
断
有
間
敷
者

也。

家

(
と
の
文
書
に
潤
ふ
所
の
次
兵
衛
肢
は
、
未
だ
何
人
な
る
か

を
詳
か
に
せ
や
。
令
師
陣
は
七
尾
に
向
か
ひ
て
な
る
べ
し
。
〉

六
月
六
日
。

前
田
利
家
、
鳳
至
郡
穴
.水
・南

北
の
百
姓

に
、
埼
用
の
抄
を
徴
す
。

(
上
書
)

(
前
倒
安
防
)

五

郎

兵

術

殿

〔
天
王
十
一
年
)

六

月

四

日

夫
丸
之
事

拾

人

あ

た

水

芸

所

入

分

〔
府
)

右
従
=
七
尾
-
片
付
中
へ
米
を
下
候
保
.
来
廿
八
町
=
可
=
渚
城
-
者
也
。

(
的
図
利
家
)

天

正

扮

萱

年

六

月

廿

五

日

夜

印
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